
1.2000年問題とは何か？

 ●西暦を下二桁で表す問題
　昔、コンピュータが非常に高価だったため資源節約として、1985年を85のように下二桁で表すことが普通でした。
この方法だと2000年になった時、00となり、コンピュータはこれが1900年（もしくは他の間違った年）と認識してしまいます。
このため、プログラムは、おかしな結果を出したり、異常停止してしまうことになります。
●うるう年であることを認識できない問題
　2000年はうるう年です。それは当然と言う方も多いと思いますが、うるう年には、次のようなややこしい三つの規則があります。 

1． ４で割り切れる年はうるう年

2． ただし、100で割り切れる年は平年

3． しかし、400で割り切れる年はうるう年 

この３番目の規則を忘れているプログラムが少なからずあることが懸念されています。
その場合、2000年2月29日の存在を忘れたり、1年が365日であると間違えます。

2. 2000年問題の恐さ

　2000年問題の恐さは、現代社会が、コンピュータネットワークに高度に依存していることから起ります。
　あなた自身がコンピュータを使っていなくても、あなたの生活はコンピュータネットワークなしには成り立ちません。
　例えば、水道局のコンピュータシステムが止まれば、水が使えません。
　水道局のコンピュータが2000年問題に対応していても、電力会社のシステムがストップすれば、同じことです。
　また、自分のところのシステムが2000年対応できていても、外部から入ってくるデータ（例えば、振り込みや納品のデータなど）が、2000年問題のためにおかしな情報であれば、その影響を受けてしまいます。
　この図式を、世界規模で眺めると、問題がもっと大きな事が分かります。
日本は食糧、エネルギーなどをほとんど輸入に頼っています。
石油原産国の産油プラントのシステムがストップすれば、大変なことになります。
これは、杞憂ではありません。

３．日本での状況

　　　電力・電話などのインフラ系統、金融機関などは数年前から、対応を進めてきています。

　また、アメリカと日本では、インフラのそのもの仕組みや、プログラムなどの規格が違い、アメリカでの2000年問題に関する問題が、そのまま日本に当てはまるわけではないという指摘もあります。

　遅れていると思われるのは、中小企業の取り組みの進み具合、一般の方々に対する広報活動です。

県や市町村レベルで2000年問題について住民へ広報を行なっているのは、まだまだ少ないのが現状です。

4． では一体何が起きるのか？

　　　誰にも分かりません。ただ、現時点では、何も起らないだろうと言う人はいません。

　想定しておくものとしては、次のようなものがあげられます。

· ・上下水道、、ガス、電気、電話のいずれか、もしくは複数が止まる。

· 銀行からお金が引き出せなくなる。

· 銀行・クレジットなどの電子データが混乱する。

· 自動車、飛行機、電車などの輸送機関が止まる。

· 店頭の食品、必需品の在庫が補充されない。

　
　影響のおよぶ期間に関しては、いろいろな意見があります。

　　　　ここで、注意していただきたいのは、

　　　「想定するトラブル＝必ず発生するトラブル」

　　　　ではないと言うことです
5． あるとよいと思われる備品

· 水（飲料水、トイレ用など）

　　　　　人間は飲料水が最低1日3リットル必要といわれています。

　　　　　風呂桶に水をためておきましょう。トイレ用に使用できます。

· 食糧

　　　　　・一般の食品：保存の利くものを多く。乾物がおすすめ。

· 防災用食糧：アウトドア用品店などでびっくりするほどの種類

　が揃っています。乾パンだけじゃありません

· 暖房

　　・2000年1月1日は当然真冬です。ただ、少々の寒さは厚着でしのげます。

　　・灯油を多めに備蓄しておきましょう。備蓄時は火気に十分注意して。

· マッチで点火できる方式のストーブがよい。（ファンヒータは電気がないと使えません。）

· 明かり

· 懐中電灯：家族の人数＋数本ぐらい。今から買うなら、ヘッド

　ランプがおすすめ。予備の乾電池と電球も。

　　　　　・灯油ランタン：アウトドアショップで売っています。

· ろうそく：定番ですが、ランタンのようなフードが付いていな

　いものは危険。停電時にはよく、ろうそくが原因で火災が発生

　しています。消防署が十分に機能しているかは分かりません。

· その他

　　ラジオ、現金、医薬品、衛生用品な

6． まとめ

　　　　「２０００年問題」と言う言葉は、ここ最近いわれるようになった

　　　　　ような気がする。今回この問題を調べるまでは、コンピューター

が２０００年を１９００年と勘違いしてしまうだけだと思っていた。だがこの誤作動によって、最先端の技術を使用している分野だけでなく、日常生活にも多大な影響を及ぼす危険があるということに気付いた。特に今回は、日常的なものについて調べたが、

生活に欠かすことのできない電気、ガス、水道の供給が断たれる可能性まであるというのには驚いた。このことは、どれだけ現代が、コンピューターに頼っているのかを示している。

　これらのことを調べているとき、奇妙なほどに強調して訴えている言葉があった。その言葉は、上でも書いたように、「ここで、注意していただきたいのは、「想定するトラブル＝必ず発生するトラブル」ではないことです。」と言うものであった。これはきっとパニックを引き起こさないようにとられた表現であるのだと思う。

　ここ日本では、国民へは、具体的にどのような問題が起き、それに対してどのような対策がなされているのかあまり伝わってこない。しかし、今回調べたことで、日常レベルではどんなことが起こるのか見当がついた。それについて私の中では、個人個人の備えがしっかりしていれば２０００年問題は、手に負えないものではないと言う結論がでた。

· この問題について詳しくは、

　　
 HYPERLINK http://www.ne.jp/asahi/kitajima/www/ 
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